（様式６）

児童生徒等の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査の結果から明らかになった現状

１　平成２８年度の調査結果の概要
	区分
	結果

	①暴力行為の発生件数(件)
	０

	②いじめの認知件数(件)
	１

	③いじめの現在の状況で「解消しているもの」の件数の割合(％)
	[bookmark: _GoBack]１００

	④小・中学校における不登校児童生徒数(人)
	０




２　自校の取組の成果と課題
	区　　分
	成　果　と　課　題

	①暴力行為の状況等
	児童間のトラブルで「叩く」・「蹴る」といったことがないよう日常的に学級及び学校全体で「なかまづくり」に取り組んでいる。特に、「ニコニコ班」によるたてわり班による活動に積極的に取り組み、異学年間のトラブルも減少した。しかし「話す・聞く」力が弱いことが原因で、相互理解が困難でトラブルにつながる場合が多く見られた。
「叩く」・「蹴る」といったトラブルが発生したときは、当事者だけでなく周囲からも状況を聞き取り、問題の原因究明とともに、友好的に解決する方法について児童に考えさせている。
　今後も、一つ一つの事象に対して、行動の背景にあるものも十分把握して丁寧に対応していきたい。

	②いじめの状況等
	　各学級で、相手の気持ちを考えることや一人一人の個性やちがいを互いに認め合うことなどに関する取り組みを進めている。とともに、児童間の問題を解決するための方法を丁寧に指導している。その結果、トラブルが発生することはあるが継続的ないじめには至っていない。
　他者への関わり方がまだうまくできない児童もいて、それがいじめにつながることもあるので、今後も一人一人のソーシャルスキルを高める取り組みを継続させていきたい。

	③小・中学校における
不登校の状況等
	　完全な不登校の児童はいないが、欠席日数が３０日を超えている児童はいる。担任を中心に児童・保護者に働きかけている。さらに、遅刻回数が３０回を超える児童もいて、担任や学年担当教員等が朝、電話連絡をしたり、家庭まで迎えに行ったりしているが、未だ十分解決したという段階には至っていない。
　今後も、担任教員を中心にして保護者への啓発を図っていくとともに、朝の活動内容を工夫して、児童の登校意欲を高めていきたい。
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